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第 3章 エリア別指針 

東部方面 

時代を捉え、地の利をいかして、 
新たな魅力の創出と都市機能の集積を図ることにより、
次の世代にも選ばれるまちをつくる 

古くは東海道や奈良街道など旧街道沿いにまちが発展し、現代におい
ても外環状線をはじめとする幹線道路、鉄道路線が走る交通の要衝とし
て市街地が形成されています。高度経済成長期の人口増加に伴って開発
された住宅地が多く、市内中心部や周辺の都市のベッドタウンとしての
性格が強い地域です。京焼・清水焼、京仏具などの伝統産業の生産団地
を抱えていることに加え、金属箔、金属粉などの産業も発達し、山科川
や音羽山、醍醐山などの豊かな自然に恵まれ、山科なすやぶどうなどの
特産品もあります。また、国宝に指定されている琵琶湖疏水といった歴
史・観光資源も各所に点在しています。 
これまでに整備された地下鉄東西線や新十条通に加え、今後の特急

「はるか」の山科駅延伸や、検討が進む国道１号バイパスの整備などに
より更に高まる市内各地や近隣都市等へのアクセス性をいかし、新たな
魅力の創出や活力の向上に寄与する多様な都市機能の集積を目指しま
す。あわせて、良好な居住環境の創出や文化・教育のまちづくりを進め、
賑わいと潤いのある都市空間を構築し、次の世代にも選ばれるまちを目
指します。 
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１ 京都の東の玄関口として多くの人が集う魅力あるまち 
近世に京と東国を結ぶ東海道が本格整備されて以来、交通の要衝としての役割を担ってき

た山科の地は、今も地下鉄・ＪＲ・京阪の各駅が所在し、東西と南北いずれにも幹線道路が
走る、まさに京都の東の玄関口です。 
 

 
 
 
 
 
 

  

山科駅周辺 

meetus 山科 -醍醐  
 

A 
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● 山科駅周辺（地域中核拠点エリア）  
食品も豊富に扱う日用品等販売店、生活雑貨店や衣料品店等が入るラクト山科が多くの

人で賑わい、今後の関西国際空港からの特急「はるか」延伸、機能を充実させた図書館や
市内東部地域初となる大型の子どもの屋内遊び場の整備などによって更に発展が期待でき
るエリアです。また、旧東海道沿いやラクト山科西側等に商店街があるなど地域密着の店
舗も多く立地し、様々なイベントも積極的に行われています。 
今後更に多くの人が訪れるエリアとなるポテンシャルをいかし、宿泊機能をはじめ、サ

ブゲートにふさわしい駅前空間の創出や商業・業務機能の集積などを進め、更なる魅力向
上を図ります。 
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２ 地域の人が集い、学び、交流する拠点となるまち 
公共施設や商業施設など多くの人々が利用できる施設が所在しており、地下鉄駅からも比

較的近い、それぞれにポテンシャルを宿すエリアです。 
各公共空間の魅力向上・活性化を図り、それらをいかして子どもから大人まで地域の人が

集い、学び、交流する拠点を創出するとともに、バス・地下鉄が連携した便利な交通ネット
ワークの実現に向けた取組を進め、周辺の居住環境の向上を図ります。 

 

 
 

● 椥辻駅周辺（地域中核拠点エリア）  
山科区役所、スーパー、雑貨店などが駅周辺に揃う便利なエリアで、近隣には東野公園、

山科地域体育館、東部文化会館など、地域の交流や活動の場として利用される施設が所在
しています。また、本市が敷地の有効活用を要望している京都刑務所も立地しており、東
部地域のまちづくりにおいて、大きな可能性を有しています。椥辻駅を最寄りとする京都
橘大学もあり、学生たちが地域のまちづくりにも参加しています。 
将来的な区役所庁舎の再整備などにより、椥辻駅～東野公園一帯の魅力を向上させ、東

部地域の新たな核となるエリアの創出を目指します。 
  

椥辻駅周辺 

醍醐駅周辺 

meetus 山科 -醍醐  
 

A 

京都刑務所敷地の活用を  
核とする未来の山科の  
まちづくり戦略  
 

B 

★  主な企業等  

◆  主な寺社  

◆  主な公園・運動施設等  
 ◆  主な文化芸術関連施設等  



 

  76 
 

第
３
章   
エ
リ
ア
別
指
針 

● 醍醐駅周辺（地域中核拠点エリア）  
周辺には世界文化遺産に登録された名刹をはじめ、長い歴史を刻む数々の寺院が所在し

ています。東西に山並みが広がり南北に山科川が流れる、自然を身近に感じられる環境の
中、マンションや大規模な団地、商業施設、中央図書館などの公共施設等が立地していま
す。公園や文化施設で様々な活動が行われるなど、地域の強いつながりがあるエリアです。 
駅周辺の公共空間を多世代が居心地よく過ごせる場所にすることなどにより、居住環境

の魅力向上を図ります。 
 
 

 
 

● 石田駅～六地蔵駅エリア（地域中核拠点エリア含む）  
地下鉄・ＪＲ・京阪の結節点で、駅周辺には大型ショッピングセンターが立ち並び、隣

接してホームセンターも立地するなど生活利便性が高いエリアです。駅直近において更な
る活性化が期待されます。また、東部クリーンセンター跡地では、コミュニティスペース
や子どもの居場所・遊び場などを備えた複合図書館、大規模な緑地などを一体的に整備す
ること等を検討しています。 
子どもや大人が集い、つながり、笑顔で満たされる場を創出してエリアの魅力を高め、

それを周辺へと波及させていきます。 

 

  

石田駅～六地蔵駅エリア 

meetus 山科 -醍醐  
 

A 

★  主な企業等  

◆  
 
主な公園・運動施設等  
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３ 賑わいあふれる歩きたくなるまち 
幹線道路沿いには商業施設等が集中し、大規模なマンションの立地が進んでいます。また、

本市と大津市方面を結ぶ道路として、国道 1 号バイパスの整備が検討されており、完成すれ
ばその沿道附近にも新たな可能性がうまれます。 
更なる魅力の創出や活力の向上に資する多様な都市機能を集積するとともに、安心・快適

で歩きたくなるような賑わいと潤いある都市空間を形成します。 
 
 

  

  

外環状線沿道 

新十条通沿道 

meetus 山科 -醍醐  
 

A 

★  主な企業等  

◆  主な寺社  
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● 外環状線沿道  
現状では駐車場等の低未利用地が散見されますが、今後、幹線道路と地下鉄という交通

基盤の強みをいかした土地の高度利用が期待されます。 
東部クリーンセンター跡地活用をはじめ、地下鉄駅周辺で展開される新たな魅力づくり

とも連動しながら、若年・子育て世帯のニーズに合った居住環境を創出するとともに、広
場空間や店舗を誘導するなどにより、まちの賑わいや歩きたくなる空間を生み出し、人と
人のつながりを促します。 

 

● 新十条通沿道  
外環状線との交差点附近には区役所や医療施設、スーパー、1 階に店舗の入る集合住宅

等が立地していますが、西側に向かって更なる発展が期待されます。地元の人々等の思い
がこもる年末の風物詩「山科義士まつり」の際には、外環状線等と合わせ、大石内蔵助ゆ
かりの寺社まで義士隊が練り歩くコースとなります。 
稲荷山トンネルの無料化以降、市内中心部や南部方面等へのアクセス性が高まっている

エリアであり、幹線沿道を中心に、新たな魅力と活力の創出に資する多様な都市機能の集
積を図ります。 
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４ 多様な住まいのニーズを受け止めるまち 
山科区の住宅地には高度経済成長期にスプロール的に開発されたものも多く、道路が狭く

狭小な敷地が多いなどの課題があります。 
若年・子育て世帯のニーズに合った居住環境の創出などにより、住まいの選択肢を充実さ

せ、魅力的な住宅地の形成を図ります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

● 外環状線後背地  
駅から少し離れているところもありますが、三条通、外環状線や国道１号、名神高速道

路など主要な道路に近く、自動車の利用を前提とした、ガレージ付きの一戸建てが多く見
られるエリアです。各小学校区では、地元の人々が様々な地域活動を展開しています。 
とりわけ、小さな子どもを伴う世帯層など、日用品の買い出しや行楽等に自動車の利用

を求める若年・子育て世帯の住まいのニーズを受け止めることのできるまちを目指します。 
  

外環状線後背地 

meetus 山科 -醍醐  
 

A 

★  主な企業等  

◆  
 
主な公園・運動施設等  
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５ 大規模な住宅団地を活用した新たな魅力を発信するまち 
大規模な住宅団地が立ち並ぶエリアで、入居者の年齢層や世帯構成の変化、施設によって

は老朽化への対応、空き住戸の活用などが課題となっています。 
既存施設を適切に維持・活用し、若者から高齢者まであらゆる世代にとって魅力的な居住

環境の充実を図るとともに、新たな魅力の発信や創出など、若年・子育て世帯の呼び込みに
つながる取組を進めます。 
 

 
 
 
 
 

● 東野駅西側エリア  
中世期に山科に広大な寺域があった歴史を伝える寺院や廟所、土塁跡の残る公園など、

子連れの方や高齢者など多世代の方の散策に適したスポットがある中に、公営住宅等の団
地が比較的多く立ち並ぶエリアです。高齢化や単身世帯の孤立化などの課題がある一方、
公営住宅においては、若年・子育て世帯の定住促進に向けた取組などが進んでいます。 
既存公的ストックを有効に活用しながら、地域コミュニティの活性化を促し、若年・子

育て世帯をはじめとする多様な世帯が、安心して住み続けることができるまちを目指しま
す。 
  

東野駅西側エリア 

meetus 山科 -醍醐  
 

A 

◆  主な寺社  

◆  主な公園・運動施設等  
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● 醍醐駅～石田駅エリア  
大規模な公的賃貸住宅が多く立地するエリアです。近くを流れる山科川に沿う遊歩道で

は、水辺環境や並木など自然の美しさを愛でながら散歩やサイクリングを楽しむことがで
きます。石田駅周辺の複数団地の一体的な団地再生の検討を進めつつ、空き住戸を若手芸
術家への支援に活用するなどユニークな取組を行っています。 
既存公的ストックを有効に活用しながら、新たな住まいと賑わいを創出し、周辺エリア

一帯の魅力向上を図ります。 
 

醍醐駅～石田駅エリア 

meetus 山科 -醍醐  
 

A 

◆  主な寺社  

◆  主な公園・運動施設等  
 




